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③-1.成人期発達障害者支援力向上研修※支援者の勤務地

【参考】Ⅰ：講演会、Ⅱ：パネルディスカッション、Ⅲ：困難事例検討会 ※事例検討会を区部・多摩地区に分けて開催など変更

研修Ⅰ・Ⅱ Ｎ=56名（ハイブリッド、18区16市1町）※同日開催

アンケート結果※一部抜粋
・「要支援者の支援について、医療の側面、地域(福祉)の側面の両輪で環境を
整えていくことが必要であることを再確認できました」
・「8050問題、親亡き後の支援などについては、司法の知識がとても重要であり
支援者として基本的な知識を得ることができた」「司法の視点では事実と時系列
が重要な一方、発達障害者では事実を客観的に述べる、時系列で述べる等が難
しいことがあるため、その部分での支援が必要だと感じた」
・「発達障害の診断名等よりも現場でどれくらいその利用者に合ったサポートが
出来るかを考えた方が良い事 発達障害の定義が大きく曖昧な部分で全てを表
す事が出来ない 見方によっては診断名が変わる場面もある事を念頭におき、本
人の状態や環境を考慮していくことの重要性が学びになった」など
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③-1.成人期発達障害者支援力向上研修※支援者の勤務地

【参考】Ⅰ：講演会、Ⅱ：パネルディスカッション、Ⅲ：困難事例検討会 ※事例検討会を区部・多摩地区に分けて開催など変更あり

研修Ⅲ【区部開催】 Ｎ＝26名（集合研修、15区） 研修Ⅲ【市部開催】 Ｎ＝26名（集合研修、13市）

アンケート結果※一部抜粋
・「テーマに対して複数の意見を聞くことで自身の固くなった考えを見直
せました。 司法、医療、福祉、教育それぞれの柱や、軸を意識した議論、
考え方は今後も活用したい」
・「まだまだ福祉に必要な、今できていない支援があると思いました。ス
パッと解決できることはないのでこれからも色々考え事業を実施して行
きたい」
・「普段、同じ業種の方との検討が多いので、多職種の方とお話できた
こと、ご意見を伺えたことが、大変参考になりました。フレームワーク、捉
え方の別視点が参考になりました」
・「発達障害に関係する周囲のサポートも大切なので広い視野で捉え
アプローチを考えていきたい」

アンケート結果※一部抜粋
・「発達障害だけでなく知的障害も交じった複合的な課題を包括した事
例で、多角的な視点で分析、見立てを深く考えることができました」
・「他区、他職種の方と話す中で、大筋の方針や思いつくところの大体は
似たものであることが逆に日々マニュアルのない業務で不安なところを
少し安心することができました」
・「出来ない事に視野をおくより出来る事に視野をおいてアプローチす
るという方法は全く頭になかったので意識改革になりました」
・「本人主体の考えから外れがちになる傾向があるので、もう一度考え
直して取り組んでいきたいと思います」
・「専門の地域機関との他職種連携、人脈づくりになった」など
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③-1.アンケート結果

研修Ⅰ・Ⅱ 講演会・パネルディスカッション 研修Ⅲ 困難事例（区部） 研修Ⅲ 困難事例（市部）
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③-2.中間総括

・研修Ⅰ・Ⅱ（講演会・パネルディスカッション）をハイブリッド形式にしたことにより、18区16市1町から56名
（対面16名、オンライン40名）が参加であり、各地域からの参加がしやすい形態だったと考えられる。

・提出される事例は複合的な問題が多く、今年度は一側面からの検討にはせず、複合的に検討することとした。
医療、福祉、司法の視点での事例検討を前提に進めていたものの、事例提供者や一部のコーディネーターから
も「教育」の視点が必要ではないかという指摘を受けた。18歳前後のつなぎの年代であれば特にその視点は
重要となるため、次年度は「教育」の視点も取り入れたファシリテーターの調整も検討していきたい。

・研修Ⅲ（困難事例検討会）は、昨年度までは「医療」「福祉」「司法」の各分野をそれぞれ区部での対面開催
としていたが、多摩地区からの参加者の利便性も考慮し、区部と多摩地区それぞれでの開催とした。結果的に、
区部・多摩地区ともに参加者26名（定員30名）であったが、申込時点では多摩地区が36名に達していた。同
じ多摩地区でも区部の方がアクセスしやすい地域もあり、次年度以降も同程度もしくはそれ以上の参加人数
であることを想定し、困難事例検討会を３カ所で開催することを検討していく。
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